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京都府立城陽支援学校

校長 渡部 浩三

「体育大会」に引き続き、「学習発表会」

芸術鑑賞会
１１月１８日(金)には、京都

フィルハーモニー管弦楽団に

よる迫力ある演奏を鑑賞しま

した。ヴィラ城陽(近隣の老

人ホーム)方々も来られました。

地震避難訓練 １１月１７日(木)

３月の東日本大震災を受けて、東南海地震など大地震を

想定した「教職員研修」を城陽消防署青谷分署から４名の

来校をいただき実施しました。取り残された人の救出、校

舎への２次避難、病院への帰棟、通学高等部保護者への連

絡と引き渡しなど、任務の実行を実際に訓練しました。

学 校 だ よ り

重心教育部

学習発表会

の最後は全校

合唱です。最

前列の重心教

育部の児童生徒達も心ひとつに合唱

しました。学習発表会後には通学高

等部と音楽を通した交流へとつなが

っています。

１１月１８日(金)の芸術鑑賞会で

は迫力ある生の演奏に喜びいっぱい

のひとときとなりました。

１１月３日(祝日)・４日(金)に開催された学習発表会は、各教

育部の舞台発表、展示、通学高等部の販売学習や作業実演、そし

て全校児童生徒による合唱とみんなの集いなど日頃の学習の成果

を十二分に発揮しました。

「一人一人の生き生きとした表情や工夫をこらした場面あふれ

る重心教育部」、「調べ学習と実際の楽器演奏、見事なばちさばき

が見所の病弱教育部」、「通学高等部は初めての舞台にドキドキの

１年生、みんなで励ましながら練習を重ねた２年生、現場実習と

重なった３年生」とそれぞれの特徴の中で達成感と自信を得られ

た取り組みになりました。

多くの皆様に御来校いただき、ありがとうございました。

病弱教育部

小学部は１名の発表で

した。朝の時間も練習を

重ね、きびきびした「か

がり火太鼓」の発表でし

た。 中学部は楽器の調べ学習と実

際の演奏発表を行いました。観客へ

のクイズを取り入れるなど楽しく構

成され、緊張する経験とともに達成

感を得ることができました。

12月１日からの

期末テストに向け

て計画表をたて、

病棟学習も頑張っています。

通学高等部

１１月５日(土)、国民文化祭・京

都2011の取り組みとして、京都国際

マンガミュージアムの見学を行いま

した。制作場面やキャラクター、様

々なマンガの世界を楽しみました。

１１月２５日(金)・２６日(土)の

両日、アルプラザ城陽店の御協力を

いただき、２年生の販売学習を行い

ました。事前指導で接客マナーや製

品の説明などの練習を重ね、当日は

たくさんの方に購入いただきました。



※月行事予定は、２ヶ月分を載せています。変更もありますので、行事等は教育部に最終確認してください。


